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平成１６年３月期  第１四半期業績の概況（連結）
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上場会社名　株式会社シャルレ （コード番号：９８８５　 大証第２部　）

（ＵＲＬ　http://www.charle.co.jp/　）

代　　表　　者 役職 代表取締役社長　　　氏名 林　 宏子

問合せ先責任者 役職 経理ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ　 氏名 内海 哲也 （ＴＥＬ：（０７８）３０２－８８４０  ）

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

  売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度
における認識の方法との相違の有無

：  無

２．平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成１５年 ４月 １日　～　平成１５年 ６月３０日）

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（１）売上高

売上高 前年同期比

平成16年3月期第１四半期
平成15年3月期第１四半期

百万円

１７，１１３

　　　　　　　　－

％

－
－

(参考)平成15年3月期 ３９，１８１ －

（注１）当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績および増減率につき
ましては記載しておりません。

（注２）平成 15 年 3 月期の売上高は、平成 15 年 2 月末日（子会社中間決算日）を連結子会社のみな
し取得日としているため、当社単独の売上高と同額です。
※平成 15 年 1 月 30 日に総合ギフト卸売業の㈱シンワの株式を取得し、子会社としております。

［売上高に関する補足説明］

平成 16 年 3 月期第１四半期事業の種類別
ｾｸﾞﾒﾝﾄの名称 金　額 構成比

下着等卸売事業
百万円

１０，１８２
％

５９.５
ｷﾞﾌﾄ卸売事業 ６，３６１ ３７.２
その他の事業 ５６９ ３.３
合　　計 １７，１１３ １００.０

（注）下着等卸売事業における品目別売上高の状況は、次のとおりであります。

平成 16 年 3 月期第１四半期 （参考）平成 15 年 3 月期
品　目

金　額 構成比 金　額 構成比

ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ
百万円

２，３２９
％

２２.９
百万円

１０，８６１
％

２７.７
ﾚｯｸﾞﾆｯﾄ ９３９ ９.２ ４，８２０ １２.３
肌着・ｼｮｰﾂ ２，５６４ ２５.２ １１，４３４ ２９.２
ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ １６０ １.６ ５８９ １.５
ﾅｲﾃｨ･T ｼｬﾂ･水着 ２，３７２ ２３.３ ６，６２６ １６.９
ﾁｬｲﾙﾄﾞ １１４ １.１ ４０９ １.１
ﾀｵﾙ ５９６ ５.９ ２，０４６ ５.２
ｷﾞﾌﾄ ６３ ０.６ ４４３ １.１
化粧品 ７９４ ７.８ ８９３ ２.３
その他 ２４５ ２.４ １，０５５ ２.７

合　計 １０，１８２ １００.０ ３９，１８１ １００.０
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当第１四半期における日本経済は、金融不安による株式市場の冷え込みとイラク戦争および新型肺炎
ＳＡＲＳの影響により、民間設備投資や個人消費は依然低迷を続けるなど、大変厳しい状況が続きまし
た。６月に入り、やや明るさが見えてきたものの、景気回復までには至っておりません。
このような事業環境のもと、当社の企業グループも消費不振の影響を受け、厳しい状況が続いており

ます。

まず当社の下着等卸売事業につきましては、新商品の投入や４月から１１月までのビジネスメンバー
（販売員である代理店・特約店）向けのレインボーコンテストなどを実施し、売上の向上を図りました
が、全般的な下着需要の低迷を受け、当初計画に対して約１０億５０百万円下回り、売上高は１０１億
８２百万円に留まりました。なお、４月から本格発売しましたスキンケア商品（化粧品ブランド「エタ
リテ」）につきましては、計画以上の好調な滑り出しとなっております。

次に、連結子会社の㈱シンワによるギフト卸売事業につきましては、個人消費の低迷と厳しい企業間
競争の中にあって、同社の特長であるきめ細やかな顧客サービスの徹底を図ることで、ほぼ当初の計画
どおり、売上高は６３億６１百万円となりました。
また、その他の事業の売上高は５億６９百万円となり、当社の企業グループ全体の売上高は１７１億

１３百万円となりました。

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　　　　　該当事項はありません。

３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年 ４月 １日　～　平成１６年 ３月３１日）

予 想 売 上 高       予想経常利益       予想当期純利益
１株当たり

予想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円　　銭

中　　　間　　　期 ３４，０００ １，１９０ ４１０ ２０　５１

通　　　　　　　期 ６８，３００ ２，４００ ９７０ ４８　５３

［業績予想に関する定性的情報等］

今後の日本経済は、株価上昇やアメリカ経済の回復期待の高まりにより、明るさの兆しは見えている
ものの、本格的な景気回復には程遠く、個人消費の本格的な回復は当分望めない状況が続くと思われま
す。
このため、不透明な経済環境のもと、全般的な下着需要の低迷は続くと思われ、当社単独の予想売上

高は、平成 15 年 5 月 23 日の前回予想４１０億円から３９３億円に見直すことといたしました。
なお、連結子会社によるギフト卸売事業等につきましては、ほぼ前回予想通りに推移していくものと

思われます。

この結果、連結の予想売上高は、平成 15 年 5 月 23 日の前回予想７００億円から６８３億円に修正す
ることといたしました。
また、これに伴い、予想経常利益と予想当期純利益も修正いたしました。

４．参考：平成１６年３月期の単体業績予想（平成１５年 ４月 １日　～　平成１６年 ３月３１日）

予 想 売 上 高       予想経常利益       予想当期純利益
１株当たり

予想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円　　銭

中　　　間　　　期 １９，５００ １，１９０ ４６０ ２３　０１

通　　　　　　　期 ３９，３００ ２，４００ １，０７０ ５３　５３

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社企業グループ（当社および連結
子会社）で作成したものであります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績は
これらの予想数値と異なる場合があります。

以  上


